
大手前大学・大手前短期大学は、このたび産官学連携
プロジェクトとして「コンビニスイーツ」を開発。
11月７日より近畿圏のローソン各店で発売（数量限定
のためなくなり次第終売）されます。
このプロジェクトは大手前大学総合文化学部
スイーツ学専攻の卒業研究の一環でPBL授業として
実施。学生たちは各企業と連携しながら企画を
練り上げ、いちじくなど兵庫県産の食材の
魅力を活かしたスイーツに仕上げました。
“ザクザク×しっとり”の新しい食感を
ぜひお楽しみください。

兵庫県産食材使用

レアチーズ
ホイップ
スフレ
チーズケーキ
いちじくソース

黒豆　

クランブル　 ＜兵庫県 認証食品＞
•いちじくペースト
•小麦粉 100％使用

•黒豆
•希少糖
•クリームチーズ

この商品は兵庫県認証食品（推奨ブランド）を原材料に使用しています。

産官学連携スイーツ開発プロジェクト

×兵庫県兵庫県マスコット「はばタン」

258円（税込）

近畿
限定

ローソンで
11月７日より発売

「スイーツ学」「PBL授業」については裏面参照＞＞＞

共同開発：株式会社ローソン、三菱商事株式会社、                                 
協　　力：株式会社増田製粉所、松谷化学工業株式会社、六甲バター株式会社、JA全農兵庫

スイーツ学専攻の
学生たちが考えました！

ザクザク　しっとりの
新食感スイーツ

※数量限定のためなくなり次第終売
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製菓の技能はもちろん、歴史・文化、経営、化学などさまざま
な切り口でスイーツを学ぶのが「スイーツ学」。その豊富な
知識を活かして、お菓子の新しい可能性を探っています。
スイーツ学専攻では、これまでにも学外とのコラボレーション
を積極的に進め、宮崎県の特産品である「日向夏」や「へべす」
を使った「ヘルシー志向スイーツ」開発や、味噌製造販売
会社と連携した大豆タンパクのお菓子への活用などに取り
組んできました。今回の「コンビニスイーツ」もこうした学外
コラボの一環であり、今後もこうした機会を積極的に教育
研究に活かしていきます。

PBLとはProblem Based Learningの略で日本語では
「問題解決型学修」と呼んでいます。
その特長は、教員の指導に頼らず、学生自身が問題点・疑問
点を発見し、自ら調査・分析し、レポートや論文にまとめる
ことにあります。大手前大学はまたSDL授業（Self  Directed 
Learning）＝自己主導型学修という仕組みを設けており、
講義形式の授業とPBL＋SDL授業をバランスよく配置する
ことで、社会で活躍できる問題解決能力を養っています。
今回の「コンビニスイーツ」も学生同士でのディスカッション、
提携企業とのミーティングを重ねて開発に至りました。

いたみ稲野キャンパス（大学1年生/短大生  ）〒664-0861 兵庫県伊丹市稲野町2-2 -2
さくら夙川キャンパス（　大学2～4年生●　）〒662-8552 兵庫県西宮市御茶家所町6-42
大阪大手前キャンパス（　大学2～4年生■　）〒540-0008 大阪市中央区大手前2-1-88
● 現代社会学部/総合文化学部/メディア・芸術学部　　■ 健康栄養学部

http://www.otemae.ac.jp/
http://www.otemae.ac.jp/special/nutrition/
http://college.otemae.ac.jp/

現代社会学部/総合文化学部/メディア・芸術学部
健康栄養学部
大手前短期大学

お問い合わせ：アドミッションズオフィス TEL.0798-36-2532

医療都市の中心

「大阪・天満橋」にて

スイーツの新たな可能性を学術的に探る　

スイーツ学専攻

授業を通じて問題解決能力を養成する　

PBL授業　
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